SAJ ポイントについて
1. チルドレン競技者には、チルドレンポイントを廃止しSAJ ポイントをつける。
FIS ルールに基づいてペナルティーポイントを計算し、ペナルティーポイント
が規定のマキシマムペナルティー値を越えた場合は、マキシマムペナルティー
値をペナルティーポイントとして採用する。一方、規定のミニマムペナルティ
ー値を下回った場合は、ミニマムペナルティー値をペナルティーポイントとし
て採用する。
2. マックスポイントについては、SAJ 通知「2014/15 シーズンアルペン競技国内大
会における各カテゴリーのSAJ ポイントに関するルール等について」（平成26

年6 月17 日）を参照
3. 16歳以上のB 級大会（B 級公認各都道府県選手権大会も含む）と併催する場合、
K1、K2 は、チルドレンルールに従ってレースを実施する。K1、K2、16 歳以上の
ブロックでスタートさせることによりSAJ ポイントが認められる。
4. 全国中学校スキー大会はSAJ ポイントをつける。
スタート数の制限ついて
1. 経済的な負担を軽減する為、ブロック内の競技会に出場することを原則とする。
ただし、ブロック内の開催競技会が少ない場合、他ブロックの競技会にも参加
できる。
2. 各種目、小学校5･6 年生は4 レース以内（スタートバーをきる、以下同様）、中
学校1･2 年生は5 レース以内、中学校3 年生はB 級も含めて6 レース以内とす
る。高校1 年生早生まれは制限なしとする。悪天候等で途中中止となったレー
スは含まれない。スタート数が順守されているかの確認は各都道県で行う。
3. 他ブロックの大会に出場する場合は、ブロックの推薦を受けて、都道府県単位
でとりまとめてエントリーすること。また、ブロック内の大会においても、エ
ントリーは各都府県単位とする。このことは、大会開催要項に明記されなけれ
ばならない。
4. 上記項目2.に違反した場合は、当該選手の違反したレースでの取得ポイントを
無効とし、さらに次年度1 月31 日までSAJ 公認大会のエントリーを禁止すると
とともに、同期間、FIS ライセンスを発行しない。
5. 全国中学スキー大会、全国ジュニアスキー選手権（中学生）SG、ジュニアオリ
ンピックのスタートはこの制限には含めない。
